
Y M C K
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A 表面

新発売
日本製

医療機器届出番号　13B1X10323000026一般医療機器

手術用被覆・保護材／圧迫性被覆・保護材

JMDNコード　34654000／34084000

水あめの浸透圧を応用したドレッシング材



Y M C K

オカモト「ATKPAD-AID」カタログ　P.001-004　P.2　'25.12.10　初校出　OP.東倉
オカモト「ATKPAD-AID」カタログ　P.001-004　P.2　'25.12.22　再校出　OP.東倉
オカモト「ATKPAD-AID」カタログ　P.001-002　P.2　'25.12.23　三校出　OP.東倉
オカモト「ATKPAD-AID」カタログ　P.001-002　P.2　'25.12.26　四校出　OP.東倉
オカモト「ATKPAD-AID」カタログ　P.001-002　P.2　'26.01.16　五校出　OP.東倉

A 裏面

https://www.okamoto-inc.jp/
〒113-0033　東京都文京区本郷3丁目27番地12号

製造販売元

【保管方法及び有効期間等】
1．	保管方法
	 直射日光と高温多湿を避けること
2．	有効期間
	 製造月から3年
	 �使用期限：個包装及びパッケージに記載［自己
認証により設定］

【警告】
明らかな臨床的創感染を有する患者には慎重に使
用すること。
［感染を悪化する恐れがある。臨床的創感染を有す
る患者であっても感染に対する薬剤治療や全身・
局所管理をしながら創傷被覆材を併用することが
有益と医師が判断する場合には、局所の観察を十
分に行い、慎重に使用すること。］

【禁忌・禁止】
1．再使用禁止
2．裁断加工禁止

一般医療機器
一般的名称 手術用被覆・保護材／圧迫性被覆・保護材
医療機器届出番号 13B1X10323000026
使用目的 ①術後創傷等の創の被覆・保護

②�体液貯留の貯留予防を目的に、患部に圧力を加える弾性包帯等と併用される
被覆材。最も一般的には植皮創及び熱傷治療に用いられる。

滅菌の有無 未滅菌
販売名 ATKパッド-エイド

品番 製品名 サイズ（mm） 包装 ケース入数 JANコード
ATK-A01 ATKパッド-エイド　9×13 90×130 5枚／箱 20箱 4547691815255
ATK-A02 ATKパッド-エイド　13×18 130×180 5枚／箱 20箱 4547691815262

詳細は、電子化された添付文書をご参照ください。電子化された添付文書の改訂にご留意ください。

GS1バーコード

ATK®はオカモト㈱の登録商標です。
2026年1月作成

添付文書閲覧アプリ「添文ナビ®」を
左記二次元バーコードよりインス
トールしてください。最新の情報は、
GS1バーコードを読み取ることで閲
覧出来ます。

文献請求先及び問い合わせ先
手袋・メディカル部　LX機能品課
電話：03-3817-4172
受付時間／9:00～17：00
（土日・祝日・会社休日を除く）

踵部褥瘡の症例と処置例
外用剤が創部に滞留していない
周囲皮膚の汚染・浸軟

ポビドンヨード・シュガー軟膏が
創部に滞留していない

リンパ浮腫に対する圧迫療法において、滲出液が多い創傷ではガーゼや包帯が汚
染されやすくなります。
ＡＴＫパッドは薄型でありながら滲出液を十分に吸収できるため、圧迫を妨げること
なく被覆・保護が可能です。

創縁の浸軟

ATKパッドの使用
→創が十分に被覆され、密着

使用開始翌日

踵外側 踵外側踵内側

午前にガーゼ交換しても、午後には滲出液が
あふれて皮膚も浸軟する。踵なので動くたびに
ずれて、ガーゼの固定も大変です。

ATKパッドに変更してから1日１回の交換ですみ
ます。パッドが創部に密着するのでずれもなく、
処置が簡単になりました。

<包帯法手順と使用用品>
① スキンケア
② �ATKパッドを患部に貼

付する
③ �ⒶⒷの写真のように包

帯などを巻く

※使用包帯：レジフレックスA
リンパ浮腫の処置例

ⒶⒶ ⒷⒷ




